





II[1fl]52「ド:.:[剛:ζ{地球 観 卍 グ(IGY:　International　Geo.
physical　Year)　:↑t.萸機.と し.:始 ま ・)た我 グi:.日σ)南1`11観
1111;の201i:11:こ"1;).t三。 ・;"・,1:i';1次観1}llに参 加 す る こ
と の で き た'.1堵に と 一.}て感 廿旺'ノ 、の も の か 多):.〕ま す 。 第
18次隊 は 第17次 隊 に 引 き 続 き,　II三i際磁 気 圏 観 」[ll　(IMS:
International　Magnetospheric　Study)　と い う[司障モン姦
力;こよ る 臼Fグごを ≒荘.`㌧1.i勺:こ」建y)ろ こ と:.二な.,.:.e9.)ま.1.。






め.第1次 い ら い オ ー'」 ラ現 象 の9・?illJのナ.;ンt)の研 究1:た
い に 進 め う れ..ごき ま し た。 しか し,201ド経 た 今 日 で も ま
だ そ の 謎 解 き.に成 功 し'::お・`)∵、IMS.1'1.庫1:1.1;17次か
ら31ド 計1断て.進め ら れ て い る ゆ え メ.で も あ り ま;..。従..・
一:隊員 構 成 のi
:で も,超 高 層1i;閂の 隊 員 が.た き な 北IEを
占 ダ)て.ts:.).ま.;'.oiji{F'1r),一也 とlitlJ餐フ :s－戸:i観101秒三./,」.1..["
;よ.オ'一 口 ラ 、}者∫見(泉を ㍍欠.ilト〕/)1こ捉 え よ う とL.て し・ま
.1.
。 鏡 川::=ケ 、 ト㌃　ii'll　ivl':　「」 　一/"ラ:こ打.ち}三i.」こ と を1.tじ
め 、 そ れ よ1)遙 か にit/.㍗度 の 地 球 磁.べ圏 を 飛 ん でL・る1・;・
学 衛 星 の 観 測1、11・」・ti受療 した り,内1冷 に.腓 人観1巨1」点 を設
け る.y',tでお;}ま.i.n
il,「相 川 地 は 地 刷 刎 ‖観llll所と しr:「、〔象,電 離 層,地 磁
'
AC,地 震,潮 汐 な ど の 観 測 が 第7次(19661「)い ら い 休
む こ と な く 続 け ら れ て い ます 。 そ の 継 続 は 怒 共 に.課せ ら
れ た .ノくき な 使 命 でe,あ りtす 。 第17次 に 引 き続 き,み ド
ほ 観 測 拠 点 に お い て は 超 高 層 物9E,雪 氷,tt(象 の 観 測 が
帝ノ.己;ナ1bオし.茱づ.oま ア::,[i∫,}Fli♪1Lユ也 馳C・:よ|['」:/ltt_「`ilfi__Tt,」メ〔「kのi J
究 や 医 ・.;tの研.だ ら続:tら ね.ま.1.。
ふ じの ぶ1:て.は 海 ㌦ 観 測(物 理 ・!ヒ学 一 「こ物)!:行 わ
れ,と くに 昭 和 」山 色沖r浬)南 砂 海 に11て点 尋{おか れ ま す 。
ぷllは 昭F[1521ド11Jから2}」 に か}ナ..:iii',lltTj",,地i・t]辺;こ.[i,
:.),この 時 期 に は.ピ"/ナ 磯 に よ る'〈(象や 雪)kの 観 測,露
岩 ユ也.iiliの意ミ合 」.ui　i㍉調1㌃な.ど も 行)J～ ンじで.才.。:顧か い1封相く
の 夏 の 朝 川 は 、 さ き に 述 べ た 鶴 川 の ほ か,物 資 の 蛉 送 や
建 物(電 離ll瀬拓1[1胴Dの建 設,み.ゴ ほ 観 測 拠 ・.:.1△の 輸 送 。
ノ、ほ 交 代,超 高 層 無 べ 観iulj.・.「1の設 置 な ど 日 生 ぐ る し く過
ぎ..:f'」く 『で.し;、う02月20i「1こ;1写;17汐こlj裳と の'〈.L、芦 ∫
定 さ れ て い ま.1.。
:ff18iク(ゾ)真打く:±5211'-4E.越 冬1;茨1よ53:ドO)3月:1・il}[.1・1レ')
-」㌧定 で お .)ま.㌔ 無.}1:'r,fiT,tr達成 し,我1:国:つ 南 ㌫ 観:ll.」
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1一
研 究 棟 落 成
か ね てkり の 懸 案 で あ った ミ研 究 練 ミ が完 成 し,12月
20Nには 移 転 も完 「 しま した。 研 究 棟 を簡 単 に 紹 介 しま
す と,地L4階 地 ド1階 延nll積5,796m2の建 築物 で,地
.ドは 機械 室
,電 気室 等1三に 設 備 関1系の スペー スとな って
お;)ます。1階 は 管 理 部,'li:業部 のF]i:務室,「;幻1作業室
等 が あ り ます。2「楷は 所 長 室,次1.ξ室,電 算 機,特 殊 装
置,図3F七 等 が あ1)ます。3階41階 は 各1箭三11'1の研 究!ミて'
しめ られ て い ます。 な お,研 究 観 測 で 得 られ た資 料 の 収
集、 保 管,称 目,展 示 等 管理 部,・1關舖1等 の た め の建 物
ミ管理 ・資 料 棟(仮 称)ミ の 言1.1両もす.」.められ て お り,
この 研 究 棟 に す べ て の 機能 が集 中 され て お}〕ます。
み ず ほ で のVLF観 測 に 対 す る電 磁 誘導 妨 害 を除 」ミ.1.る
こ と が で きた 。
暗 夜の な くな っ た昭 和 基 地 で は10月9日 を も っ『:,オ
ー ロ ラ光 学 観 測 が終 了 した 。
第4[m]日の み ずほ へ の 燃 料 輸 送 旅 行 が,け ん 引 トラ ク
ターD31AR-15(ラ ジ オ コ ン トt=一ル フ'ルト.一サ ー)
に よ り,6台 の 燃 料 橘 と1台 の 居 住 カ ブ ー ス をけ ん 引 し,
志 賀隊 員 を り一 ダ ー と ず る松 尾,力ri藤,中山,真 唇ll.」㌃の
各隊 員 に よっ て行 われ 内 陸 輸 送 旅 行 に成 功 した 。
こ の.,巨輌は,昭 和46「ドに 氷 ヒ トレ ンチ掘 肖「」機 と して研
究開 発 され昭 和471ドに その1号 車 が 完 成,今 川 の旅 行 に
fVt用した のは2り'車 で 第17次隊 が 昭 和 基 地 に 搬 人 し,今
回 の 大陸 旅 行 が初 め て の試 み であ りそ の成 果 が 期 待 され
て い た。 旅 行隊 は11月8[1昭和 基 地 を}|}発途1}lll頂調 に 走














10月に 入 り気 温 は 低 め では あ っ た が,蜻 れの[・lt{多く
な り天 候 も安 定 して きた。[1増 しにli照時 間 もまミくな っ
て きた こ と と,快 晴 の[1が続 い た こ とで 昭 和 基地 周 辺 の
積 雪 が ・一気 に溶 け だ し,基 地 内 では 人 洪 水 と な り排 水 に
大 わ らわ で あ る。 一 方天 候 に恵 まれ た こ と に よ り計 画 し
て い た全 て の旅 行 も順1凋に 消 化 す る こ と が で き た。
第3回 目の み ず ほ旅 行 椿 旅 行)が10月1[1か ら19日
に か け て,福 西,外 間,小 井 沼,巻 田,光 山,相 原 の各
隊 員 に よに て行 わ れ,み ず ほ で越 冬観 測 に従Fllして いた
西 尾 隊 員 を除 く登 場,仁 木,山 腰 の 各 隊 員 が 巻山,光 山,
相 原 の各 隊 員 と交 替 し,4名 の 隊員 に よ る観 測 は 引 き続
き行 われ て い る。
才;:土隊 員 に よ る海 氷 調査 旅 行:t,10月211から12Uま
で ス カー レン地 区 沖,10月25「1から29[1まで ラ ン グホ プ
デ 湾 で行 わ れ た。
み ず ほ 春 旅 行 に お い て カ ウ ン ター ポ イ ズ を設 置 して,
一策18次観測隊の出発一
第18次南 極 地 域 観}↓〔1}隊長 浦 安 以 ド40.e,の隊 員,同 行
す る3名 の オ ブ」」.一バ ー(記 録映lililf乍成 の た め の カ メ ラ
マ ン及 び船 舶 関 係 技 術 者2名)を の せ た観 測 船 「ふ じ」
は11刀25[[(ti{)午liif11時,秋HJ「i'れの 東 三1ご港lllli海埠 凱iを
離 れ,陽 光 の中 を一 路II'1和似 也へ と向 った 。 ふ じは途 中
オ ー ス トラ リアの フ リー マ ン トル を経 て12JJ卜'川水縁 に
着 き,1月lt-Jか ら2月1二 旬 まで 輸 送 作)ζを は じめ,P
ケ ッ ト関 係 の整 備,み.デ ほ 観 測 拠 点 で の 補f多.i:F露な らび
に沿 岸 に お け る調 査,ロ ケ ッ トの 打 ち.トげ等 多 くの作 業
が待 っ て い る。
な お,越 冬隊30名 は 第17次 と引 き継 ぎ,気 象,電 離
層,地 球 物 理,雪 氷,地 理,医 学 等 の 観 測 及 び[国際 磁 気
観測 汁 「百[(IMS1976～1978)の一・環 と して ロ ケ ッ トの 打
ち上 げ に よる,超 高層 観 測 等 古 字 系 の 研 究 観 測 を電.ぐエ的
に 行 う 予定 で あ る。
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第1次 夏,第2次 夏,第3次 夏,第4次 越冬
第7次 夏,第8次 越冬,第12次(越 冬副隊
長)
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にも関心を寄せる国々がある。 こ う した ことを背景に
SCARは新たにSCARに オブザーバーを派遣 しあるい
は加盟を申請するについての,条 件を示 した定款の改正




での活動を中止 している国の権 限 を制限 し,あるいは
SCARに留まるかどうかを問 い 直すための方法につい
極 地 研 二..一 ス
て の勧 告 も取 り－Lげられ た。 これ ま で 南 極 条約 原 「署名 国
とSCAR加 盟 国 の 間 に 喰違 い は な か った が,今 後 そ れ
が 生 ず る 口∫能 性 が で て きた。 そ れ ぞ れ は,一 方 は政 府 間
の 条約 の 問 題 で あ り,他/∫は 科学 トの問 題 を扱 う非政 府
間 学 術 団 体 で あ って,組 織 上全 く別 個 の もの で あ り,、`「二
場 も異 るが,こ れ まで とは違 った 面 もで て こ よ う。
この ほ か,南 極 条 約 協議 会 の要 マ{に基 づ い た作 磐の ・
環 と して,鉱 物 資 源 探査 ・開 発 の環 境 へ の影 響 の 」師 ∫評
価 を仕 書 とす る107,1'1ドか らな る専 門 家 会 議 を設 置.重.る
こ と と し,そ の コ ン ビー ナ ー に ア メ リカ の ザ ンバ ー グを
選 ん だ。 これ も将 来 へ 向 け て注 目 さ れ る点 で あ る。
2.設 営作 業 部 会
設 営 部 会は 他 よ り一 週 間IILく,10月12iiから開 か れ
た。 設 営 部会 で の!.り点 は ミ南極 国 際 協 力 航 空 輸 送 シ7.テ
ム(CATSA)ミい わ ゆ る エ ア バ ス シ ス テ ムに 関 す る討 議
で あ っ た。 大 型 航 空1幾に よる ノ、員 や 物 資 の 輸 送 を独 自 に
実 施 す る こ とは,近 い将 来 望 めな い 我 が国 と して は,少
くと も,夏 期 を 利 用 して 調 査 を行 う こ とが 望 ま しい 部門
の隊 員 の輸 送 に,こ れ が 導 入 され れ ば 大幅 な 夏 期間 の 延
長,研 究 の効 率 「ヒが 期 待 で き る。 現 在 直 ち に大 型f幾の運
航 のli∫能 な国 は ア メ リカ,ア ル ゼ ンチ ンで あ 弘 これ に
つ ぐ国 は ソ ビエ ト,オ ー ス トラ リア,フ ラ ン スで あ っ て
幹 線 は これ らの 同 に頼 る こ とに な る。 特 定 ル ー トの 運 航
な ど先 行的 尊人 の 第1期 と本 格 的 実 施 の第2期 に 分 け て
あ らか じめ 各国 の 協力 体 制 につ い て案 が練 られ,こ れ に
基 づ い て問 題 点 が 討議 さ れ た。 い ずれ の国 も この シ ス テ
ム の尊 人 に は 大 き な利 点 が あ る こ と を認 め,旱 期 実 現 の
方向 に 向 い て は い る もの の,今 後 解 決 す べ き点は 多 い。
燃 料 の 標 準 化 と デ ポ,地 上の滑 走路 や そ の 他 の 施設,要
員,通 信,気 象 通 報,緊 急措 置 等 々 が あ り,で きれ ば次
回 の 部 会 をマ クマ ー ド地 域 で開 催 して,こ れ らの 点 に つ
い て現 地 討 議 を した ら と 村 山次 長 は 次 期 座 長 に 選 ば れ た
二 、ニー ジー ラ ン ドの トム ソ ンに 提 案 した 。 しか し最 大 の
問 題 は,大 型 機 を運 航 で き る国 々が,共 同 利用 の た め に
払 う犠 牲 と 自国 独 ド1の研 究 調 査 との兼 合 い を ど う 考え る
か で あ ろ う。
3.雪 氷 作 業 部 会
雪氷 部 会 で は,国 際 南極 雪 氷 計 画(IAGP),南極'陰山
の 雪 氷 研 究(GAP),氷 期 掘 削 計 画(ISDP)な どに つ い
て 観世ll方法 や 研究1∫支果,今 後 の計 画 等 が 報i1tされ た。
ISDPは シ ンポ ジ ウム形 式 を と 一)て一[「をか け,ロ ビ ン
の 水捌 に 関 す る知 識 の 総 括,ラ トフ.{・一 ドの ロ ス氷 棚 観
測 計 画 の 経 過 と将 斗こな どが あ った。 他 に も北'卜球 の 氷 期
の氷 床 に 関 す る議 論 な ど興[4こあ る 麗 日 が並 ん で い た が,
山 砕1でき な か った 人達 が多 か っ た。 雪 氷 部 会 で 最 も関 心
あ る課 題 と して取 り上 げ られ た のは,人 工 衛 星 雪 氷 等 で
4
あ っ た.人 工 衛 畦 か ら得 られ た デ ー タ を ど う使 うか,地
]:と'j:!'L/の"・1「.i:喝係,集 成写 真地 図 の作 成,位 置 決 定 な
どが 、活題 とな.)た。i毎月くの 変 ノこを3i}毎1こと ら ンこて ・11こ
間 を カ ラー2ξ示 し.映[耐 ヒした フ ィル ムの 上映 も興li木深
か.)た。 結 扁 この 関 心 の深 さは,　SCAR:こ対.」る5っ
の 勧 告 案 の うち4つ をノ、工 衛 星に 関 す る もの が[Eiめる と
い う瞑 で 具1イ」化 され た。　 NASAに 対.11る激 励 を行 一)て
flりllにつ い て 使:1'1:をは か っ て ほ しい とい う趣 旨で あ る。
NASAのb-4)こ う した 外 部 か らの サ ホ.一]・が あ れ ば,
tl,'II:の意 義 が よ り1:L.1まろ うとい うもの で あ る。 我 が1.KjL
GAPやIAGPに 加 わ って お ら一11,　ISDPでも実際 の 「i/
'k:はほ とん ど .↓ず,い わ ば 独 自の道 を行 っ て い る の で,
ナ シ1ナ ル レホ ー トと して 仕`拝を 報 告 した。 国 際 協ノ」で
は/tメ 「1'hの強 大 な 力 を 利 用 す る とい う面 を もっ てい る
・.)で、 三!ll自に 研 究言{'[thlを遂 行 で き る こ とは 誇 りで もあ る
が,他 私 説.セの点 で 「製.界もあ り,淋 しさ を覚 え る こ と
は 否 め な い。
な お 南 極 の'メ〔候 の テ1一クベ ー ス の 確.1ヒと 気候 変 化の モ
ニ タ リン グに 資 す る た め,基 本的 な 気象 観 測 資 料 と くに
月'F均的k〔温 と'xC「】三をEltく公 表 す る こ とが 勧 告 に 含 め ら
れ,ア メ リカの ミ南 極 ジ ャーナ ル ミ 誌 が そ の モ デル と さ
れ た。 これ に したが っ て ミ極地 研 二.、一 スミ に 定 期 的 に
の せ る こ とに な り,本 号 か ら従 来 月例 報 告 の..一・部 と して
掲lrられ てい た もの を,末 尾 に.英語 で ノミ示 す る こ と と し
た。[li'能な と きは 昭 和 ノIL地の ほ か み ず ほ キ ㌔・ン フの デ ー
クもの せるf定 で あ る。
4.閉 会 式 と巡 検
10月221ピド後,第14回 総 会は 幕 を閉 じた。 水 田 り1長は
メ ン ドー サ州 議 会 の荘 重 な;義1f堂で 「この 壇[Lからは 去
ろ う と も,　SCARに 対 す る 貢献 は っ づ け よ う」 と挨拶














(筆者 吉m栄 夫 ・同立極地研究所研究系教授)
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JARE　Data　Reports
　 No.　35　(lonosphere)
　 　 Riometer　records　of　30　MHz　 cosmic　noise
　 　 at　Syowa　Station,　Antarctica　in　l975.
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第17次 隊 月 例 報 告
〈51年9月 ・10月〉
9月1日及び13日にはS210JA25,23号機を各々打
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外側(西 側)に 形成された最初の変動帯(ロ ス帯)で あ
る。その後,.古生代中期(ホルチグレビック帯),中生代
(エルスワース帯),新生代(ア ンデス帯)と 変動帯は逐











限られたデータから,南極大陸の地史(形 成史)を 少 し
つつ明らかにしていった。その概略は前述 したとおりで
ある。
かつて,南 極大陸はアフリカ,マ ダガスカル,イ ンド
オース トラリア,南 アメリカの各大陸と一つづきの超人
陸 ミゴンドワナ大陸ミを形づくって い た こ とは疑いな
い。このゴンドワナ大陸の形成 と分裂の歴史こそ南極大
陸の地史そのものと言'える。これらの各人陸の間には多
くの共通点が見られる。先カンプリア代では岩石の古さ
や岩相の類似性,地 質構造の良い連続性,古 生代のいわ
ゆるゴンドワナ植物群 と古生代の氷河(大陸氷)の分布,
並びに古生代以後の変動帯の連続性はこれらの各人陸が
各々別個の地史をもっていると考えるよりは,一 つの大
陸としての地史を考える方が,は るかに合理的で矛盾が
ない。この大陸の分裂は各々に多少の差はあるものの,
中生代の2億 年頃に始ったと考えられている。
南極大陸が氷にとじこめられたのはごく最近のことで
ある。最近と1.1'っても数千万年に逆られるが,そ れ以前
の南極はどうであったろうか,化 石のない先カンプ リア
代はとにかくとして,古生代の中頃は全体が氷河によっ
ておおわれていた。これが古生代の後半にゴンドワナ植
物群が繁茂する気候(寒 冷であったらしい)に 変ってい
った。古生代末から中生代の南極はハチュウ類,両 生類
が生接 し,石炭の原料となる大森林におおわれた熱帯～
亜熱帯の気候が全体を支配 し,氷河は全 く消え去ってい
たであろう。これが,ゴ ンドワナ大陸の分裂を境に寒冷
な気候に向っていった。
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